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訴え、2010 年から 2012 年まで当科でマスキング下聴力検査を実施した難聴患者の検査所見を後ろ向きに検
討した。対象は、内耳性難聴患者 17例、Auditory Neuropathy患者を含む後迷路性難聴者 13例である。ま
た、比較のために以前に実施した正常成人 10人の所見も検討対象とした。 
マスキング下聴力検査は、RION社製のオージオメーター（AA-78）を用い、同側マスキングノイズ下で純音
聴力閾値測定した。マスキングノイズとしては、70、90 dBのホワイトノイズ（広域雑音）並びに、50、70 dB
のバンドノイズ（帯域雑音）を使用した。 
[結果] 
Auditory Neuropathy 患者におけるマスキング下純音聴力検査では、健聴者や内耳性難聴者や、他の後迷路
性難聴者と比較して、マスキングの影響を受けやすかったが、特に、バンドノイズよりホワイトノイズでより
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大きいマスキング効果が認められた。また広帯域雑音によるマスキングでは、しばしば、聴力検査上では、
「inaudible」なレベルにおいても大きな閾値上昇を認めることが特徴的に認められていた。 
[考察] 
Auditory Neuropathy 患者で認められた特に広帯域雑音に対する易マスキング性の背景メカニズムとして、
従来から指摘されている病的順応に加え、Auditory Neuropathy で特徴的な「正常外有毛細胞機能」に起因
する蝸牛基底板振動上で引き起こされる抑圧メカニズムに関連したマスキングの関与が示された。 
